
大河ドラマ『青
せ い

天
て ん

を衝
つ

け』
出演者が追加発表されました！市

役
所 

一
般
開
放
ス
ペ
ー
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

７
月
27
日
か
ら
市
役
所
新
庁
舎
で
の

業
務
が
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
分

散
し
て
い
た
庁
舎
を
集
約
し
、
主
に
市

民
の
か
た
が
利
用
す
る
窓
口
を
１
階
に

配
置
す
る
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
た
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
窓
口

で
は
、
下
記
の
『
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
』

を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
、
利

用
者
の
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
特
徴
と
し
て
は
、
メ

イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
入
っ
た
場
所

は『
多
目
的
ホ
ー
ル
』と
な
っ
て
お
り
、

休
日
も
一
般
開
放
さ
れ
、
午
前
８
時
～

午
後
９
時
ま
で
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
来
庁
者
向
け
の
Ｆフ

リ

ー

ｒ
ｅ
ｅ
‐

Ｗワ
イ
フ
ァ
イ

ｉ
Ｆ
ｉ
を
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
メ
イ
ン
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
前
の
ピ
ロ
テ
ィ
や
庁
舎
西
側
の

市
民
広
場
、
ま
た
、
庁
舎
南
側
の
『（
仮

称
）
深
谷
コ
リ
ド
ー
』
と
一
体
的
に
利

用
で
き
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
で
活
用
で
き
ま
す
。

市役所窓口に『タブレット端末』を導入
『多言語通訳サービス』と『遠隔手話通訳サービス』を開始！
　市役所窓口に『タブレット端末』を導入し、『多言語通訳サービス』と『遠隔手
話通訳サービス』を開始しました。それぞれのサービスの提供により、より市民サ
ービスが向上します。

▲多目的ホール。休憩のみでも利用できます。

▲ピロティで開催されたイベントの様子。

　タブレット端末を利用し、外国人のかた、
市職員、通訳オペレータ－が三者映像通訳
サービスを通して会話するサービスです。
英語、中国語、スペイン語など13言語に対
応しています。

物語のはじまりは、藍
あ い

に染まった血
ち

洗
あらい

島
じ ま

村
む ら

から。
　天

て ん

保
ぽ う

11（1840）年。隣の清
し ん

国でアヘン戦争が始まろうとしていたころ、武
む さ し の く に

蔵国榛
は ん

沢
ざ わ

郡
ぐ ん

血洗島村（現在
の埼玉県深谷市）の農家に渋沢栄一は生まれた。
　家業は、染料のもとになる藍玉づくりと養

よ う

蚕
さ ん

。職人気質の父と慈
じ

愛
あ い

あふれる母のもと、近隣に住む
従

い と こ

兄弟たちとともに育つ。水戸学に心酔する年上の従兄・惇
じゅん

忠
ちゅう

からは学問のいろはを学び、2歳上の喜
き

作
さ く

とは何をやるにも一緒で相棒のよう。そんな二人の憧れの的は、惇忠の妹である愛らしい千
ち

代
よ

だ。
　血洗島村のそばには中

な か

瀬
ぜ

河
か

岸
し

という船着き場があり、利根川を通じて江戸の文化や経済がいち早く伝わ
る情報の交差点でもあった。ジャパンブルーを生み出す藍の葉が揺れるこの村にも、ペリー来航から始ま
る維新の足音がすぐそこに迫っていた。

運命の出会い。栄一と慶
よ し

喜
の ぶ

の物語がパラレルに展開。
　血洗島村から約150キロ離れた水戸藩では、栄一より3年早く生まれた七

し ち

郎
ろ う

麻
ま

呂
ろ

が、父・斉
な り

昭
あ き

による厳
しい教育を受けていた。彼こそ、のちの15代将軍となる徳川慶喜だ。
　まったく接点がなさそうに思えるこの二人だが、慶喜の存在なくして栄一は語れない。農民の栄一が倒
幕を志したものの、まるで正反対の幕臣となり、さらに新時代を切り開くことができたのは慶喜との出会
いがあったからこそだ。
　転身を繰り返し波乱万丈に生きた栄一だが、慶喜もまた、時代のうねりに翻

ほ ん

弄
ろ う

された人生だった。『尊
そ ん

皇
の う

攘
じょう

夷
い

』で知られる強烈な父を持ち、将軍になりたくなかった男が、最後の将軍として幕府を終わらせ
るまでにどんなドラマがあったのか……。さらに、その後の慶喜の人生においても、栄一との関係が途切
れることはなかった。『慶喜の名誉回復』のため、栄一の忠

ちゅう

義
ぎ

は生涯貫かれる。
　やがて重なる二人の物語が、血洗島と水戸からそれぞれ動きだす。

　従来の手話通訳者派遣事業を補完するた
め、タブレット端末を利用し、社会福祉協
議会の専任手話通訳者または登録手話通訳
者が遠隔で手話通訳を行うサービスです。
また、市役所以外にも感染症（疑いを含む）
で聴覚障害者が医療機関を
受診する際に利用するなど、
聴覚障害者の利便性を高め
ることができます。詳しく
はお問い合わせください。

～ For Foreigners ～
 Multilingual Video Remote Interpreting 
Service using tablet type terminal has 
been started at Fukaya City Hall.(In 
the main building only.)
Available:English、中文、Español and 
10 other languages

問い合わせ　協働推進課（う574‐6658） 問い合わせ　障害福祉課（う571‐1011・
え574‐6667、社会福祉協議会（う573
‐6561・え573‐0806）

多言語通訳サービス 遠隔手話通訳サービス

　

郷
土
の
偉
人 

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

が
主
人
公
と
な
る
大
河
ド
ラ
マ

『
青
天
を
衝
け
』（
来
年
放
映
開
始
予
定
）
の
出
演
者
20
人
が

追
加
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
の
広
報
で
は
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
出
演
者
と
ス

ト
ー
リ
ー
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
出
演
者
一
覧
（
敬
称
略
）】

　
　
渋
沢
栄
一
（
主
人
公
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉よ

し

沢ざ
わ

亮り
ょ
う

　
　
渋
沢
市い

ち

ろ

う

え

も

ん

郎
右
衛
門
（
栄
一
の
父
）
…
…
…
…
…
小こ

林ば
や
し

薫か
お
る

　
　
渋
沢
ゑえ

いい

（
栄
一
の
母
）
…
…
…
…
…
…
和わ

久く

井い

映え

見み

　
　
渋
沢
な
か
（
栄
一
の
姉
）
…
…
…
…
…
…
…
村む

ら

川か
わ

絵え

梨り

　
　
渋
沢
て
い
（
栄
一
の
妹
）
…
…
…
…
…
…
…
藤ふ

じ

野の

涼り
ょ
う

子こ

　
　
渋
沢
喜き

作さ
く

（
栄
一
の
従い

と
こ兄

）
…
…
…
…
…
…
高こ

う

良ら

健け
ん

吾ご

　
　
渋
沢
よ
し
（
喜
作
の
妻
）
…
…
…
…
…
…
成な

る

海み

璃り

子こ

　
　
尾お

高だ
か

惇じ
ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

（
栄
一
の
従
兄
）
…
…
…
…
…
…
田た

辺な
べ

誠せ
い

一い
ち

　
　
尾
高
長ち

ょ
う

七し
ち

郎ろ
う

（
栄
一
の
従
兄
）
…
…
…
…
満み

つ

島し
ま

真し
ん

之の

介す
け

　
　
尾
高
千ち

代よ

（
栄
一
の
従い

と
こ妹

・
の
ち
の
妻
）
…
…
…
橋は

し

本も
と

愛あ
い

　
　
尾
高
平へ

い

九く

郎ろ
う

（
栄
一
の
従い

と
こ弟
）
…
…
…
…
…
岡お

か

田だ

健け
ん

史し

　
　
渋
沢
宗そ

う

助す
け

（
栄
一
の
伯お

じ父
）
…
…
…
…
…
…
…
平ひ

ら

泉い
ず
み

成せ
い

　
　
渋
沢
ま
さ
（
栄
一
の
伯お

ば母
）
…
…
…
…
…
朝あ

さ

加か

真ま

由ゆ

美み

　
　
徳と

く

川が
わ

斉な
り

昭あ
き

（
水み

戸と

藩は
ん

主し
ゅ

）
…
…
…
…
…
…
…
竹た

け

中な
か

直な
お

人と

　
　
藤ふ

じ

田た

東と
う

湖こ

（
斉
昭
の
側
近
）
…
…
…
…
渡わ

た

辺な
べ

い
っ
け
い

　
　
武た

け

田だ

耕こ
う

雲う
ん

斎さ
い

（
斉
昭
の
側
近
）
…
…
…
…
…
津つ

田だ

寛か
ん

治じ

　
　
徳
川
慶よ

し

喜の
ぶ

（
斉
昭
の
七
男
・
の
ち
の
将
軍
）
…
…
草く

さ

彅な
ぎ

剛つ
よ
し

　
　
平ひ

ら

岡お
か

円え
ん

四し

郎ろ
う

（
慶
喜
の
側
近
）
…
…
…
…
…
…
堤つ

つ
み

真し
ん

一い
ち

　
　
平
岡
や
す
（
円
四
郎
の
妻
）
…
…
…
…
…
…
木き

村む
ら

佳よ
し

乃の

　
　
川か

わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
ら

（
江え

戸ど

幕ば
く

府ふ

・
勘か

ん
じ
ょ
う
ぶ
ぎ
ょ
う

定
奉
行
）
…
…
…
…
…
平ひ

ら

田た

満み
つ
る

　
　
高た

か

島し
ま

秋し
ゅ
う

帆は
ん

（
栄
一
に
影
響
を
与
え
る
砲
術
家
）
…
玉た

ま

木き

宏ひ
ろ
し

中
な か ん ち

の家尾
お

高
だ か

家
け

水
み

戸
と

藩
は ん

一
ひとつ

橋
ば し

家
け

新
し ん や し き

屋敷東
ひ が し ん ち

の家
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災害発生の危険度

心構えを
高める

（気象庁が発表）

警戒レベル
1

警戒レベル
2

（気象庁が発表） （市町村が発令） （市町村が発令） （市町村が発令）

避難行動の
確認

避難に時間を
要する人は避難

安全な場所に
避難

既に災害が
発生している状況

避
難
準
備
・

高
齢
者
等

避
難
開
始

た
だ
ち
に
避
難

す
で
に
災
害
が
発
生

命
を
守
る
行
動
を

4
警戒レベル

5
警戒レベル

3
警戒レベル

台風や豪雨災害から命を守る行動を！

台風や豪雨災害から
命を守る行動を！

令和元年 台風19号時の荒川の様子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
に
努
め
た
避
難
所
の
開
設

た
め
ら
わ
な
い
で
早
め
に
避
難

安
全
な
う
ち
に
早
め
の
避
難

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
か
た
な
ど
、

避
難
に
時
間
を
要
す
る
か
た
は
、
昼

間
、
安
全
に
避
難
で
き
る
う
ち
に
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
が
発
令
す
る
『
警
戒
レ
ベ

ル
３
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
』
や
『
警
戒
レ
ベ
ル
４
避
難
勧
告
』

な
ど
の
発
令
（
５
ペ
ー
ジ
左
上
の
表
）

を
待
た
ず
に
家
族
や
近
所
の
か
た
と
話

し
合
い
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

近
所
の
か
た
に
も
声
掛
け
を

　

避
難
す
る
際
に
は
、
近
所
の
か
た
や

一
人
暮
ら
し
の
か
た
、
障
害
の
あ
る
か

た
に
も
声
を
掛
け
、
助
け
合
い
な
が
ら

一
緒
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
暮
ら
し
の
か
た
は
、
台
風
が
来

る
前
に
安
全
な
家
族
の
家
に
避
難
す
る

か
親
族
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
近
く
に
身
寄
り
が
い
な
い
か

た
は
、
近
所
の
か
た
に
避
難
す
る
と
き

に
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
普
段

か
ら
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
以
外
の
場
所
に

『
分
散
避
難
』
を
！

　

暗
く
な
っ
て
か
ら
の
避
難
や
、
安
全

が
確
保
で
き
な
い
中
で
の
避
難
は
危
険

を
伴
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
の
感
染
リ
ス
ク
を

避
け
る
た
め
に
は
、
安
全
が
確
保
で
き

る
避
難
所
以
外
へ
の
『
分
散
避
難
』
も

　

台
風
や
豪
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
の
台
風
19
号
で
は
、
市
内
で

３
４
０
０
人
を
超
え
る
か
た
が
避
難
を

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
防
止
を
意
識
し
な
が
ら
、
命

を
守
る
た
め
に
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
か
ら
で
き
る
準
備

　

自
分
や
家
族
の
準
備
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

□
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅
周
辺
の
浸

水
想
定
区
域
や
避
難
所
な
ど
を
確
認
す

る□
建
物
の
屋
根
や
雨
樋
な
ど
を
確
認
す
る

□
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
を
片
付
け
る

□
近
隣
の
冠
水
す
る
道
路
や
用
排
水
路

な
ど
、
危
険
な
場
所
を
確
認
す
る

□
避
難
す
る
避
難
所
を
１
カ
所
に
限
定

せ
ず
、
複
数
の
避
難
所
を
確
認
す
る

□
安
全
に
避
難
で
き
る
複
数
の
ル
ー
ト

を
確
認
す
る

□
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る

　

非
常
持
ち
出
し
品
は
、
か
ら
だ
の
状

況
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

事
前
の
準
備
が
大
切
！

（
例
）
マ
ス
ク
や
消
毒
液
、
体
温
計
、

常
備
薬
、
下
着
、
靴
下
、
ス
リ
ッ
パ
、

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
ほ
か
に
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
ミ
ル
ク
や
紙
お

む
つ
、
哺
乳
瓶
な
ど
、
ま
た
、
高
齢
者

が
い
る
場
合
は
杖
や
眼
鏡
な
ど
。

【
災
害
時
の
情
報
取
得
手
段
】

　

台
風
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
時
は
、
防

災
行
政
無
線
放
送
が
聞
こ
え
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
以
外

の
情
報
取
得
手
段
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
避
難
所
の
利
用
方
法
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

避
難
者
の
健
康
管
理
の
徹
底

▪
避
難
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
消
毒
液
や
体
温
計
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
所
入
所
時
に
全

員
の
検
温
を
実
施
し
ま
す
。

※
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
か
た
は
、

必
ず
受
付
時
に
申
し
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
発
熱
症
状
な
ど
が
あ
る
か
た
は

隔
離
ス
ペ
ー
ス
へ
案
内
し
ま
す
。
）

▪
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
は
、
受
付
で
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
人
数
な
ど
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
受
付
で
避
難
者
カ
ー
ド
な
ど
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

（
健
康
状
態
が
悪
い
か
た
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
避
難
者
カ
ー
ド
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク

は
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
）

▪
赤
ち
ゃ
ん
の
他
、
介
護
や
障
害
な
ど

に
よ
り
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
か
た

が
い
る
場
合
は
、
受
付
や
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

避
難
所
の
衛
生
管
理

▪
避
難
所
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。

▪
消
毒
液
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。
手
洗

い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
徹
底
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
避
難
所
内
で
は
、
社
会
的
距
離
の
確

保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

感
染
防
止
に
配
慮
し
た
避
難
所
開
設

　

避
難
所
の
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密

災害時の情報取得手段
▪深谷市メール配信サービス
　右のQRコードをスマートフォン、
　携帯電話で読み込めば登録できます。
▪深谷市テレホンサービス（☎551‐9000）
　電話で防災行政無線の放送内容が聞けます。
▪テレ玉（地デジ3チャンネル）やＮＨＫ総合テレ
　ビの『データ放送』（リモコンのdボタンで確認）
▪市ホームページでも災害情報をお知らせします。

接
）
を
防
止
す
る
た
め
、
避
難
所
の
受

け
入
れ
人
数
を
制
限
し
ま
す
。
受
け
入

れ
人
数
を
超
え
た
場
合
、
他
の
避
難
所

へ
の
移
動
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
避
難
者
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
避

難
所
を
追
加
で
開
設
し
ま
す
。

【
水
害
時
に
開
設
予
定
の
避
難
所
】

　

す
べ
て
の
避
難
所
が
同
時
に
開
設
し

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
避
難
所
の
開
設
・
受
け
入
れ

状
況
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ

ビ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

①
水
害
の
恐
れ
が
低
い
浸
水
想
定
区
域
外

に
住
ん
で
い
る
か
た
で
、
自
宅
で
安
全
が

確
保
で
き
る
場
合
は
『
在
宅
避
難
』

②
安
全
な
親
戚
宅
や
友
人
宅
な
ど
に
避
難

③
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
へ
の
宿
泊
や
安

全
な
公
園
や
避
難
所
の
駐
車
場
な
ど
で

の
車
中
泊

早めの避難を心掛けましょう

藤沢公民館、上柴公民館、
南公民館、岡部公民館、
もくせい館、川本南小学校、
花園公民館、
深谷ビッグタートル、
花園文化会館アドニス

優先的に開設予定の避難所
（9施設）

藤沢小学校、藤沢中学校、
常盤小学校、幡羅小学校、
幡羅中学校、上柴東小学校、
上柴西小学校、上柴中学校、
桜ヶ丘小学校、南中学校、
岡部西小学校、岡部中学校、
川本北小学校、花園小学校、
花園中学校

避難者の増加により、増設
予定の避難所（15施設）
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